
脳ドック

令和８年度版

【問合せ先】 荒川区 福祉部 国保年金課 管理係（区役所１階１１番窓口）  ☏  ０３－３８０２－４０６５ 

〒１１６－８５０１ 荒川区荒川２－２－３

脳ドック
受診費用の一部を助成します！

① 受診時に４０歳以上の荒川区国民健康保険又は

荒川区で後期高齢者医療制度に加入している方

② 住民税、保険料の滞納がない方

③ 前年度（令和７年度）に荒川区の脳ドック受診費用助成を受けていない方

助成対象者（➀～③をすべて満たしている方）

※ 100円未満の端数は切捨てとなります。

※ 自由診療（保険外診療）の脳検査が対象です。

※ オプションは助成対象外です。 

※ 脳ドック以外の検査（人間ドック等）とセット価格になっていて、

脳ドックの料金が不明の場合や領収書に内訳の記載がない場合は助成対象外です。

脳ドック受診費用の半額（助成金額の上限２万円）

助成金額

脳ドック受診＆健康診査 コラボキャンペーン（先着２００名様）

３つの条件をすべて満たした方に荒川区内共通お買い物券５００円分を贈呈します。

条件１ 脳ドックの受診費用助成の交付決定を受け、脳ドックを受診すること

条件２ ９月末までに健康診査を受診すること

条件３ 健康診査の結果で「血圧に係る数値」が正常であること

※ 先着とは、脳ドック受診費用助成金の交付申請書の受付順です。

※ 条件２・３については、健診実施医療機関から提供される結果情報により確認するため、

お客様からの検査結果等の提出・手続きの必要はありません。

※ キャンペーン該当者の発表はお買い物券の発送をもって代えさせていただきます。

（令和９年３月発送予定）

 ※ キャンペーン終了後も脳ドック受診費用助成は行っています。

助成の流れは
裏面を見てね!!

脳卒中などの脳疾患の早期発見と予防のため
脳ドックを受診しませんか。



・医療機関の窓口では一旦全額をお支払いいただき、領収書を受け取ってください。 

◎助成を受けるには、領収書に脳ドック料金である旨が明記されている必要があります。

（明細書に記載がある場合は、領収書と明細書の両方を提出してください。）

・受診を中止した場合や脳ドックの料金が変更になった場合は、提出する前にご連絡ください。

・受診者以外の口座にお振込みを希望される場合は、委任状と代理人の方の本人確認書類が必要です。

【注意事項】

・原則、脳ドックを受診する前に交付申請書の提出が必要ですが、受診後１年以内であれば交付申請書の受付

が可能です。

・令和９年３月３１日までに脳ドックを受診し、交付申請書と実績報告書兼請求書を提出する必要があります。

脳ドック受診費用助成の流れ

医療機関に予約をし、料金（税込）を確認してください

脳ドックを受診する前に、区に交付申請書を提出してください

区から、助成対象者に「交付決定通知書」・「実績報告書兼請求書」を郵送します

脳ドック受診後、「実績報告書兼請求書」・「領収書の写し」を区に提出してください

区から助成金を口座にお振込みします

・請求書受理後、お振込みまでに約１ヵ月半程度かかります。
・お振込みの約１週間前に「交付額確定通知書」をご自宅に郵送します。

・脳ドックを行っている医療機関であれば、区内・区外を問いません。

・助成の審査が完了するまでにはお時間がかかります。（受診日は申請書提出の３週間より後を推奨）

・交付申請書は、電子申請、窓口、郵送のいずれかで提出してください。

電子申請が便利です。 QRコード又は区のホームページから電子申請がご利用できます。

・金額の記入誤りをした場合は、訂正印による訂正はできません。再度、申請書の書き直しを

お願いします。（電子申請の場合は、新規で再度申請してください。）

・代理人（同一世帯以外の方）が申請する場合は、委任状と代理人の方の本人確認書類が必要です。

【参考】 名簿情報提供：荒川区医師会（令和７年５月現在）

・申請書受理後、約２週間で発送します。

・助成できない場合には、「不交付決定通知書」を郵送します。
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木村病院 荒川区南千住１－１－１ ０３－５６１５－２１１１

荒木記念
  東京リバーサイド病院

荒川区南千住８－４－４ ０３－５８５０－０３１１

令和あらかわ病院 荒川区東尾久５－４５－１ ０３－６８０７－７５００
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